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　インターネットを巡っては様々なトラブル事

例があります。特に児童買春や児童ポルノ被害

は、SNSなどを通じて、全国的に被害が発生して

います。

　「危険なサイトに接続しなければ安全」「自分

の子に限って問題は起こさない」そう思ってい

ませんか？ 場合によっては、お子さんの人生に

大きな傷跡を残すことさえもあります。

　インターネット上のトラブルからお子さんを

守るためには、家族みんなで話し合い、各ご家庭
でルールを作ることが大切です。保護者の皆様
が危機感を持ち、お子さんがトラブルに巻き込

まれない・起こさないよう注意しましょう。

●SNSで知らない人とのやりとりはしない
●SNS等でアカウントを作るとき、ID・パスワー
ドに個人情報（名前、誕生日等）は使わない
●ID・パスワードを友達や他人に教えない
●他人のアカウントに勝手にアクセスしない
●自分の名前や住所などを、知らない人に教
えない

●利用時間は１日＿＿時間まで
●就寝するときはスマホを自分の部屋に持ち
込まない

●困ったことがあったら、お家の人に相談する
　　　　　　　　　　　　　　　　　など

　SNSで知り合った相手から「下着姿の写真

を送ったらお金をあげるよ」と誘われ、下着

姿の写真を送信したら、「この写真をばらま

かれたくなければ、裸の写真を送れ」と脅さ

れ、今度は裸の写真を送信させられた。

　近年、脅したり、同性になりすました体の
悩み相談を装ったりして、児童に自分の裸体

を撮影させた上、メール等で送らせる手口が増え
ています。写真が一度インターネット上に流出して
しまえば、すべてを削除することはできません。
人に見られたくない写真を撮ったり、送ったりし
ないことを約束させてください。
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　SNSで知り合って、親しくなった

相手に悩みを相談していたら、「直

接会って話を聞いてあげるよ」など

と言葉巧みに誘い出され、相手の

自宅に連れ込まれた。

　インターネット上で知り合う人の本当の素
性は分かりません。性別や年齢、職業を偽るこ

ともあります。いかなるサイトで知り合ったとして
も、絶対にその相手とは会わないことや、安易に
実名や住所などの個人情報を伝えないことを約束
させてください。
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　ネット掲示板にクラスメイトの顔写真を

無断で掲載し、悪口や誹謗中傷を書き込む

等の「ネットいじめ」を行い、逮捕された。

　他人の悪口や誹謗中傷を書き込む「ネッ
トいじめ」は絶対にしてはいけないということ

を理解させてください。また、投稿した写真や動
画、書き込みの内容によっては、当事者に非難が
集中する、いわゆる「ネット炎上」に繋がる場合
があります。インターネット上では、自分の思いも
よらない反応が寄せられる場合があることを教
え、不用意な書き込みをしないことを約束させて
ください。
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連日深夜までスマホで動画

を観たり、ゲームをしたりし

ていたら、朝起きるのがつ

らくなり、眠くて授業に集

中できなくなってしまった。

　近年、インターネットに過度に依存してしま
う「ネット依存」が社会問題になっています。自分
をコントロールできず、スマホを手放せなくなる
と、日常生活に支障をきたすだけでなく、健康面
でもマイナスです。お子さんと利用のルールを話
し合ったり、フィルタリングを始めとするペアレン
タルコントロールを活用したりすることで、お子さ
んの使用時間や利用環境を整えてあげましょう。

ネット依存
ケース

4

は じ め に

わが家のルール

他人事ではありません。
県内でも類似事例が多数発生しています！！
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